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本の疎開
―8月15日を越えて

齋 藤 ひ さ 子

国立国会図書館の蔵書から

　

本
資
料
は
、
当
館
の
前
身
の
ひ
と
つ
で
あ
る
帝
国

図
書
館
が
、
太
平
洋
戦
争
末
期
に
山
形
県
下
に
向
け

て
行
っ
た
資
料
の
疎
開
の
覚
書
で
す
。
昭
和
20
年
６

月
か
ら
８
月
29
日
ま
で
の
様
子
が
、
疎
開
計
画
の
内

容
を
示
す
文
部
大
臣
伺
出
文
案
と
共
に
記
さ
れ
て
い

ま
す
。「
第
四
次
」
と
さ
れ
た
こ
の
疎
開
は
8
月
15

日
に
資
料
を
発
送
し
、
疎
開
期
間
を
帝
都
に
敵
襲
の

危
険
が
な
く
な
る
ま
で
、
と
定
め
て
い
ま
し
た
が
、

発
送
当
日
に
終
戦
を
迎
え
、一
旦
中
止
と
な
り
ま
す
。

し
か
し
二
日
後
、
こ
の
計
画
は
、
占
領
軍
の
接
収
を

避
け
る
と
い
う
新
た
な
目
的
の
た
め
に
続
行
が
決
定

さ
れ
、
８
月
29
日
に
は
山
形
県
下
の
個
人
宅
に
搬
入

を
完
了
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
を
遡
る
昭
和
18
年
11
月
、
戦
局
が
益
々
苛
烈

と
な
り
、
帝
国
図
書
館
で
は
、
最
初
の
疎
開
を
県
立

長
野
図
書
館
に
向
け
て
実
施
し
ま
し
た
。
指
揮
を

と
っ
た
岡お

か
だ田

温な
ら
う（

当
時
の
帝
国
図
書
館
司
書
官
、
後

の
国
立
国
会
図
書
館
司
書
監
）
の
著
述
や
帝
国
図
書

館
文
書
他
の
関
係
文
献
を
辿
る
と
、
昭
和
20
年
８
月

ま
で
に
亘
る
疎
開
全
体
の
分
量
は
、
県
立
長
野
図
書

館
（
第
１
次
か
ら
第
３
次
に
相
当
。
後
に
再
疎
開
し

て
飯
山
高
等
女
学
校
）
に
13
万
余
冊
、
山
形
県
西
村

山
郡
（
第
４
次
）
に
約
８
万
２
千
冊
、
そ
の
ほ
か
帝

室
博
物
館
（
現
東
京
国
立
博
物
館
）
に
９
万
１
千
冊
、

神
奈
川
県
高
部
屋
村
（
現
伊
勢
原
市
）
に
約
２
万
冊

な
ど
、
合
計
30
万
冊
超
に
達
す
る
規
模
で
す
。
こ
れ

は
当
時
の
帝
国
図
書
館
の
蔵
書
の
約
３
割
に
当
た
る

今 月 の 一 冊

『第四次図書地方疎開ニ関スル覚書』
〔帝国図書館〕昭和 20（1945）年 写＜請求記号 帝文

-787>

帝国図書館の事務文書の一部を、「国立国会図書館デ
ジタルコレクション」で提供する準備を進めています。
令和2年に本格提供開始予定です。本資料はそのうち
の一冊です。

（参考）
https://rnavi.ndl.go.jp/research_guide/entry/post-
1036.php

帝国図書館（1906 年新築当時）
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と
推
定
さ
れ
ま
す（

１
）。

　

県
立
長
野
図
書
館
へ
の
疎
開
は
、
詳
し
い
記
録
等

が
残
り
、
そ
の
全
貌
を
明
ら
か
に
で
き
ま
す
。『
昭

和
18
‐
19
年
疎
開
移
転
関
係
書
類
（
第
１
回
～
３

回
）』<

請
求
記
号 

帝
文
‐
７
２
５>

に
は
、
第
一

次
疎
開
資
料
と
し
て
、
貴
重
典
籍
類
、
旧
幕
府
引
継

書
、
準
貴
重
書
類
、
貴
重
軸
物
の
他
に
、
当
時
、
疎

開
の
手
立
て
を
持
た
な
い
蔵
書
家
の
申
し
出
や
紹
介

等
を
通
じ
て
、
購
入
し
て
間
も
な
い
貴
重
な
個
人
コ

レ
ク
シ
ョ
ン
（
白
井
文
庫
、
新
城
文
庫
、
小
川
文
庫
）

が
受
入
係
所
管
貴
重
図
書
と
し
て
記
載
さ
れ
て
い
ま

す
。
第
２
次
、
第
３
次
の
疎
開
で
は
特
別
和
漢
書
、

学
位
論
文
に
加
え
、
根
岸
文
庫
（
冑
山
文
庫
）、
榊

原
文
庫
等
の
残
余
の
諸
文
庫
、
帝
国
学
士
院
の
預
か

り
本
な
ど
も
疎
開
さ
せ
て
い
ま
し
た（

２
）。

　

一
方
、
疎
開
先
が
個
人
宅
な
ど
の
場
合
は
残
る
記

録
が
乏
し
く
、
詳
細
は
把
握
が
困
難
な
点
も
あ
り
ま

す
。
本
資
料
が
記
す
第
４
次
疎
開
に
つ
い
て
「
帝
国

図
書
館
蔵
書
疎
開
始
末
記
」
の
筆
者
で
あ
る
佐
野
昭

は
、
関
係
費
用
の
支
払
い
や
疎
開
復
帰
の
際
の
運
搬

業
者
の
荷
送
り
状
等
に
よ
り
、
重
量
15
ト
ン
と
い
う

大
量
の
図
書
が
運
搬
さ
れ
た
事
を
確
認
し
、
現
地
調

査
等
も
行
い
ま
し
た
が
「
そ
の
全
容
を
明
ら
か
に
し

得
」
ず
、「
疎
開
そ
の
も
の
が
異
常
な
事
態
の
も
と

で
、
秘
密
裏
に
こ
と
が
運
ば
れ
た
た
め
と
も
推
測
し

得
る
」
と
し
て
い
ま
す
。
帝
国
図
書
館
は
終
戦
ま
で

幸
い
に
し
て
罹
災
す
る
こ
と
な
く
、
各
地
に
疎
開
し

（右）疎開先は職員の親戚の伝手を頼り依頼、交渉することになりました。
（左）第 4次の疎開では初めて職員が随伴し、帝国図書館の分室的形式とすること、

疎開図書の保管の他に通常の業務も執り行う事などが想定されていました。
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た
資
料
は
昭
和
21
年
末
ま
で
に
引
き
上
げ
を
完
了
し

ま
し
た
。

　

帝
国
図
書
館
と
同
じ
頃
、
全
国
で
も
多
く
の
図
書

館
員
が
資
料
の
疎
開
に
奔
走
し
、
ま
た
多
く
を
失
っ

て
い
ま
し
た
。
都
立
日
比
谷
図
書
館
は
、
中
田
邦
造

館
長
の
も
と
、
民
間
の
貴
重
書
を
買
い
上
げ
て
は
疎

開
を
進
め
ま
し
た
が
、
建
物
は
昭
和
20
年
５
月
25
日

の
大
空
襲
で
、
残
っ
て
い
た
20
万
冊
の
蔵
書
と
共
に

全
焼
、
し
か
し
終
戦
ま
で
に
総
計
40
万
冊
の
疎
開
を

行
い
ま
し
た
。
富
山
県
立
図
書
館
で
は
、
帝
国
図
書

館
で
岡
田
と
共
に
疎
開
を
担
っ
た
大
田
栄
太
郎
が
昭

和
20
年
２
月
に
館
長
に
着
任
し
、
７
月
30
日
ま
で
に

９
次
に
わ
た
り
、
約
６
万
５
千
冊
を
疎
開
さ
せ
ま
し

た
。
疎
開
し
た
資
料
の
中
に
は
、
空
襲
下
の
東
京
で

受
贈
し
富
山
ま
で
輸
送
し
た
前
田
文
書
、
志
田
文
庫

等
の
貴
重
資
料
も
含
ま
れ
て
い
ま
す
。
第
9
次
疎
開

を
終
え
た
直
後
の
８
月
２
日
、
同
図
書
館
は
富
山
大

空
襲
で
残
る
蔵
書
と
共
に
焼
失
し
ま
し
た
。

　

水
戸
市
立
図
書
館
も
同
年
８
月
２
日
の
水
戸
空
襲

で
建
物
と
蔵
書
を
焼
失
し
、
疎
開
に
よ
っ
て
わ
ず
か

１
千
５
０
０
冊
が
残
り
ま
し
た
。
そ
の
上
、
戦
後
、

更
に
５
７
５
冊
が
軍
国
主
義
的
及
び
超
国
家
主
義
的

図
書
と
し
て
焼
却
さ
れ
ま
し
た（

３
）。
戦
禍
を
逃
れ
て
終

戦
を
迎
え
な
が
ら
、
Ｇ
Ｈ
Ｑ
の
「
宣
伝
用
刊
行
物
の

没
収
に
関
す
る
覚
書（

４
）」
等
を
巡
り（
５
）、
各
県
当
局
の
指

令
や
自
主
規
制
に
よ
っ
て
、
多
く
の
資
料
を
焼
却
処

分
し
た
図
書
館
も
少
な
く
な
か
っ
た
の
で
す（

６
）。『
疎

開
し
た
四
〇
万
冊
の
図
書（

７
）』

は
、
多
く
の
図
書
館
の

疎
開
や
被
災
の
様
子
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。

　

戦
時
下
、
占
領
下
に
お
い
て
、
図
書
館
は
疎
開
や

空
襲
だ
け
で
な
く
、
思
想
指
導
、
禁
書
、
没
収
、
焚

書
な
ど
、
様
々
な
矛
盾
と
困
難
に
遭
遇
し
ま
し
た
。

そ
の
中
で
、
死
に
物
狂
い
で
資
料
を
守
る
事
に
取
り

組
ん
だ
人
々
が
あ
り
、
残
さ
れ
た
資
料
が
あ
る
こ
と

に
心
を
動
か
さ
れ
ま
す
。
そ
し
て
世
界
中
の
図
書
館

も
ま
た
、
同
様
の
悲
劇
と
狂
気
の
時
を
潜
り
抜
け
て

き
た
こ
と
に
思
い
至
り
ま
す
。

　

戦
後
、
国
立
国
会
図
書
館
は
、「
真
理
が
わ
れ
ら

を
自
由
に
す
る
」
と
謳
い
、「
日
本
の
民
主
化
と
世

界
平
和
と
に
寄
与
す
る
」
こ
と
を
使
命
と
し
て
設
立

さ
れ
ま
し
た
。
終
戦
の
日
を
越
え
て
今
日
に
届
け
ら

れ
た
世
界
各
地
の
貴
重
な
資
料
が
、
現
在
で
は
、
そ

れ
ぞ
れ
の
国
の
図
書
館
や
研
究
機
関
等
に
よ
っ
て
少

し
ず
つ
デ
ジ
タ
ル
化
さ
れ
、
一
部
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
を
通
じ
、
国
境
を
意
識
せ
ず
に
利
用
す
る
こ
と
も

で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
一
方
で
、
多
く
の
国

や
地
域
で
未
だ
紛
争
は
絶
え
ず
、
図
書
館
や
文
化
財

が
破
壊
さ
れ
て
い
る
現
実
も
あ
り
ま
す
。

　

帝
国
図
書
館
の
疎
開
に
つ
い
て
執
筆
す
る
中
で
、

多
く
を
学
ぶ
機
会
を
得
ま
し
た
。
未
来
に
向
け
て
資

料
を
守
る
こ
と
の
大
切
さ
を
考
え
る
と
き
、
図
書
館

の
使
命
を
あ
ら
た
め
て
胸
に
刻
む
一
冊
と
な
り
ま
し

た
。

文部大臣宛伺出文案の起草は 8月9日でした。
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1 『上野図書館八十年略史』国立国会図書館支部上野図書館　1953＜請求
記号 016.11-Ko5488u＞p.170

2 県立長野図書館に疎開された資料は昭和 21年3月までに引取りを完了しま
した。

3 水戸市立図書館 50 年誌編集委員会 編『水戸市立図書館 50 年誌』水戸市
立中央図書館　1995.3＜請求記号 UL244-E208＞

4 SCAPIN-824: CONFISCATION OF PROPAGANDA PUBLICATIONS 
1946/03/17　http://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/9885902

5 当初、図書館、個人の蔵書は対象外とされましたが、後に図書館が所蔵
する2 部目は没収対象となりました。近代日本教育制度史料編纂会 編『近
代日本教育制度史料　第 28 巻』大日本雄弁会講談社　1958＜請求記号 
373-Ki234-K ＞pp.482-486

6 清水正三「焚書の記録　敗戦時におけるある図書館の記録より」『みんな
の図書館』111号　1986.8＜請求記号 Z21-882＞pp.2-7

7 金高 謙 二『 疎 開した四 〇万冊 の図 書』 幻 戯 書房　2013.8＜請求 記 号 
UL244-L47＞ 映画「疎開した40万冊の図書」もあり（2013 年公開）。

○参考文献
佐野昭「帝国図書館蔵書疎開始末記（三十年史の周辺）」『国立国会図書館
月報』232 号　1980.7 ＜請求記号 Z21-146 ＞ pp.16-20
岡田温「終戦前後の帝国図書館」『図書館雑誌』59 巻 8号　1965.8　＜請
求記号 Z21-130＞pp.2-6
北条正韶「地方の図書館事情」『図書館雑誌』59 巻 8 号　1965.8 ＜請求記
号 Z21-130 ＞ pp.7-11
清水正三 編『戦争と図書館（昭和史の発掘）』白石書店　1977.2 ＜請求記
号 UL55-8 ＞
フェルナンド・バエス 著　八重樫克彦、八重樫由貴子 訳『書物の破壊
の世界史　シュメールの粘土板からデジタル時代まで』紀伊國屋書店　
2019.3 ＜請求記号 UM71-M1 ＞

8月15日、疎開計画は一旦中止と決定しますが、17日に荷造りを再開します。
8月29日に山形県下の個人宅に搬入を完了しました。

疎開余話―大漢和辞典と諸橋轍次
　世界最大級の漢和辞典、『大漢和辞典』を出版した大
修館書店社長、鈴木一平が諸橋轍次と漢和辞典の出版
を契約したのは昭和2年のことでした。当初、1冊とさ
れた計画が今日にみる大規模な編纂に変更され、全巻
の整版ができたのが昭和12年、更に鎌田正や米山寅太
郎ら5名が全原稿の修正に参加して第1巻が刊行された
のは昭和18年、用紙の調達も困難な中での偉業でした。
しかし、昭和20年2月25日の空襲で大修館書店は全焼
し、全文組置きの原版と編纂の為の貴重な資料一切が
失われてしまいます。ところが幸いにも諸橋轍次は、
全12巻分の校正刷3部を、一部は手許に、一部は静嘉
堂文庫内に、一部は山梨に疎開させていたのでした。
戦後、大修館書店は、この著者の手により戦火を免れ
た校正刷りを唯一の原稿として、あらためて辞典編纂
を進め、日本の出版史に残る名著『大漢和辞典』（第1版）
は昭和35年、「索引」を含む全13巻の刊行を完了しま
した。

山下和久「諸橋轍次―「大漢和辞典」とその周辺（辞典の歴史
と思想　作る人と引く人の対話）」『思想の科学　第 6 次』63 号　
1976.6 ＜請求記号 Z23-215 ＞ pp.50-69



1　「国立国会図書館貴重書指定基準」「国立国会図
書館準貴重書等指定基準」の規定に基づき、館内
の貴重書等指定委員会が行っている。

第
54
回
貴
重
書
等
指
定
委
員
会
報
告

新
た
な
貴
重
書
の
ご
紹
介

国
立
国
会
図
書
館
は
、
蔵
書
の
う
ち
、
特
に
重
要
な

資
料
を
「
貴
重
書
」「
準
貴
重
書
」
に
指
定
し
て
い
ま

す（
１
）。
平
成
31
年
２
月
20
日
、
和
書
３
点
を
貴
重
書
に
、

和
書
１
点
を
準
貴
重
書
に
指
定
し
、
累
計
で
貴
重
書
は

１
３
０
５
点
、
準
貴
重
書
は
７
９
８
点
と
な
り
ま
し
た
。

（
貴
重
書
等
指
定
委
員
会
）
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『
ふ
ん
し
や
う
』
は
、
御
伽
草
子

『
文ぶ

ん
し
ょ
う
ぞ
う
し

正
草
子
』
を
奈
良
絵
本
に
仕
立
て

た
も
の
で
す
。『
文
正
草
子
』
は
主
人

公
の
文
正
が
塩
焼
き
か
ら
身
を
起
こ
し

て
長
者
と
な
り
、
鹿
島
明
神
の
申
し
子

と
し
て
授
か
っ
た
二
人
の
娘
も
玉
の
輿

に
乗
っ
て
、
皆
で
長
寿
を
全
う
す
る
、

と
い
う
筋
立
て
で
す
。
め
で
た
い
こ
と

ず
く
め
の
内
容
が
歓
迎
さ
れ
て
、
嫁
入

り
の
調
度
品
や
正
月
の
読
み
初
め
用
と

し
て
多
く
の
奈
良
絵
本
が
作
ら
れ
ま
し

た
。

　
『
文
正
草
子
』
の
挿
絵
の
数
は
お
お

よ
そ
12
図
か
ら
18
図
程
度
の
も
の
が
多

い
よ
う
で
す
が
、
本
書
は
23
図
（
う
ち

見
開
き
2
図
）
の
色
鮮
や
か
な
挿
絵
を

入
れ
、
詞
書
の
料
紙
に
も
一
部
金
泥
で

草
花
等
の
下
絵
を
施
し
た
豪
華
な
造
り

で
す
。
縦
２
４
．
０
cm
、
横
３
４
．
７

cm
と
い
う
本
書
の
判
型
は
、
横
型
冊
子

本
の
奈
良
絵
本
の
中
で
は
最
大
級
の
も

の
で
、
同
じ
大
き
さ
の
奈
良
絵
本
『
文

正
草
子
』
は
他
に
確
認
さ
れ
て
い
ま
せ

ん
。
こ
の
判
型
の
奈
良
絵
本
は
多
く
が

江
戸
時
代
前
期
の
奈
良
絵
本
制
作
の
最

盛
期
に
作
ら
れ
た
も
の
と
推
定
さ
れ
て

お
り
、
本
書
も
ま
た
こ
の
時
期
の
作
品

と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

特
大
横
型
冊
子
本
の
奈
良
絵
本
は
、

絵
だ
け
を
抜
き
取
ら
れ
た
り
、
絵
巻
に

改
装
さ
れ
た
り
す
る
こ
と
も
多
か
っ
た

と
み
ら
れ
、
完
本
で
伝
存
し
て
い
る
も

の
は
そ
れ
ほ
ど
多
く
あ
り
ま
せ
ん
。
制

作
当
時
の
形
態
を
保
ち
、
3
冊
揃
い
で

伝
世
し
た
本
書
は
、
最
盛
期
の
奈
良
絵

本
の
姿
を
今
に
伝
え
る
貴
重
な
資
料
と

い
え
る
で
し
ょ
う
。

ふんしやう
＜請求記号　WA32-22 ＞
[ 江戸前期 ] [ 写 ]
3 冊　大きさ24.0 × 34.7cm
奈良絵本（彩色絵入写本）　書名は書き題簽による　帙の書き題簽および木
箱の書名 : 文正草紙　挿絵 23 図　毎半葉 12 行毎行約 14-18 字　漢字平仮名
交じり　一部濁点あり　巻下末尾に乱丁あり

『文正草子』の後半では文正の娘と関白家の御子・二位の中将の恋物語が展開する。
巻下、商人に身をやつした中将は文正一家の前で琵琶を奏し、娘の姿を垣間見る。
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奈良絵本

明治時代以降に使われ始めた用
語で、室町時代後期から江戸時
代中期頃まで制作されていた、
彩色絵入写本を指します。平安
時代の物語文学を素材とするも
のや、同時代の文芸・芸能であ
る御伽草子・幸若舞などに取材
したものが作られています。
黎明期には、個人の手になると
思われる素朴な絵柄の作品がみ
られる一方で、17 世紀後半頃の
最盛期には、専門の絵草紙屋が
大名や富裕層からの注文を受け
て制作したと思しき、絢爛豪華
な作品も登場します。巻子本・
横型冊子本・縦型冊子本などの
型式があり、高さ 16㎝ほどの小
型のものから、30㎝ほどの大型
のものまで様々です。

（右）巻下表紙
（下）巻上、塩焼きの浜の場面。挿絵右上の柴を担う

人物が主人公。
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『
浦
島
太
郎
』
は
、
浦
島
伝
説
を
題

材
と
し
た
奈
良
絵
本
で
す
。

　

絵
本
な
ど
で
お
馴
染
み
の
「
浦
島
太

郎
」
で
す
が
、
現
在
一
般
的
に
知
ら
れ

て
い
る
筋
書
き
は
、
明
治
時
代
以
降
に

普
及
し
た
も
の
で
す（

２
）。
８
世
紀
頃
に
成

立
し
た
『
丹
後
国
風
土
記
（
逸
文
）』

所
載
の
浦
島
説
話
で
は
、
主
人
公
の
名

前
は
浦
島
太
郎
で
は
な
く
「
水
江
浦
嶼し

ま

子
」
で
あ
り
、
筋
書
き
も
「
嶼
子
に
懸

想
し
た
神
女
が
五
色
の
亀
と
な
っ
て
現

れ
、
嶼
子
を
蓬と

こ
よ山
に
誘
う
」
と
い
う
も

の
で
、近
代
の
昔
話
と
は
異
な
り
ま
す
。

　

鎌
倉
時
代
末
期
に
「
御
伽
草
子
」
と

呼
ば
れ
る
短
編
の
絵
入
物
語
が
発
生
す

る
と
、
浦
島
伝
説
も
そ
の
素
材
と
し
て

採
り
上
げ
ら
れ
ま
す
。
主
人
公
の
名
前

は
こ
の
時
期
に
「
浦
島
太
郎
」
と
な
り
、

ま
た
浦
島
が
異
界
に
招
か
れ
る
理
由
は

「
女
性
の
化
身
で
あ
る
亀
を
助
け
た
こ

と
へ
の
報
恩
」
と
な
り
ま
す
。
ま
た
結

末
と
し
て
、
老
い
て
死
し
た
浦
島
が
神

と
し
て
祀
ら
れ
る
（
ま
た
は
鶴
と
な
っ

た
浦
島
と
、
亀
で
あ
る
姫
君
が
夫
婦
の

明
神
と
な
る
）
と
い
う
、
寺
社
縁
起
の

要
素
も
取
り
入
れ
ら
れ
ま
す
。

　

本
書
も
こ
の
御
伽
草
子
系
「
浦
島
太

郎
」
の
内
容
を
持
つ
資
料
で
す
が
、
現

在
確
認
さ
れ
て
い
る
ほ
か
の
御
伽
草
子

系
「
浦
島
太
郎
」
の
諸
本（

３
）
に
は
な
い
、

独
自
の
要
素
が
散
見
さ
れ
ま
す
。特
に
、

浦
島
が
姫
君
を
怪
し
ん
で
打
ち
か
か
ろ

う
と
す
る
場
面
や
、
浦
島
が
帰
郷
後
、

玉
手
箱
を
開
け
る
ま
で
の
間
に
、
里
人

の
家
に
10
年
間
滞
在
す
る
と
い
う
成
り

行
き
は
珍
し
い
も
の
で
す
。
浦
島
が
龍

宮
に
誘
わ
れ
る
理
由
も
、「
龍
宮
の
大

王
に
よ
る
誘
い
」
で
あ
り
、特
殊
で
す
。

　

本
書
は
巻
子
装
で
す
が
、
本
来
は
横

型
の
冊
子
で
あ
っ
た
と
推
測
さ
れ
、
錯

簡（
４
）お
よ
び
冒
頭
部
分
を
は
じ
め
と
す
る

本
文
の
欠
が
み
ら
れ
ま
す
。
特
徴
的
な

内
容
を
持
つ
資
料
だ
け
に
、
惜
し
い
と

こ
ろ
で
は
あ
り
ま
す
が
、
本
書
は
浦
島

伝
説
の
変
遷
を
研
究
す
る
う
え
で
、
ま

た
伝
存
数
が
少
な
い
室
町
末
期
～
江
戸

初
期
奈
良
絵
本
の
伝
本
と
し
て
、
貴
重

な
も
の
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。

[浦島太郎]
＜請求記号　WA31-21 ＞
[ 室町末期 - 江戸初期 ] [ 写 ]
1 軸　紙高 15.5cm
奈良絵本（彩色絵入写本）　巻子装　14 紙継　漢字平仮名交じり　金箔貼木軸　茶色裂表紙　
見返し : 金銀箔散らし　紙背にペン書き及び墨書の通し番号あり　欠あり

浦島が姫君を怪しんで打ちかかろうとする。

2　代表的なものに、巌谷小波『日本昔噺第拾八編　浦島太郎』（博文館, 明治30年）や、『尋
常小学読本　巻三』（文部省, 明治42年）所収「ウラシマノハナシ」がある。
3　御伽草子系「浦島太郎」の諸本については、林晃平「所謂御伽草子「浦島太郎」の諸本」（『浦
島伝説の研究』おうふう，2001）、「所謂御伽草子「浦島太郎」の展開―近年における諸本研
究とその行方―」（『浦島伝説の展開』おうふう，2018）等に詳しい。
4　製本時の手違いにより、本文の内容が前後すること。
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華やかな衣装に着替え、大王の盃を受ける浦島。浦島が2箇所（階の上と下）に描かれているが、
これは時間の経過をひとつの画面で表す手法で、「異時同図法」とよばれる。

浦島と姫君の別れの場面。浦島が元の衣装に着替えて帰郷するのも、掲出本独自の展開
（他本では、華やかな衣装のまま帰郷する）。

物語のクライマックス。玉手箱を開けた浦島は老爺になってしまう。

拡大
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『
謡
抄
』
は
、豊
臣
秀
次
の
命
に
よ
っ

て
文
禄
４
年
（
１
５
９
５
）
３
月
か
ら

撰
述
が
開
始
さ
れ
ま
し
た
。
相
国
寺
有

節
周
保
・
建
仁
寺
英
甫
永
雄
ら
の
五
山

僧
を
中
心
と
す
る
当
時
の
最
高
レ
ベ
ル

の
知
識
人
に
金
春
流
謡
本
を
注
釈
さ
せ

た
も
の
で
、最
初
の
謡
曲
注
釈
書
で
す
。

　
『
謡
抄
』
の
古
活
字
版
は
５
種
類
知

ら
れ
て
い
ま
す
が
（
左
頁
の
表
）、
本

書
は
版
面
に
匡
郭（

５
）が
な
く
、
片
面
９
行

で
あ
る
こ
と
か
ら
、「
古
活
字
無
辺
９

行
本
」
と
呼
ば
れ
る
も
の
で
す
。
一
部

の
曲
の
末
尾
に
本
書
の
刊
行
に
携
わ
っ

た
工
匠
・
台
林
の
名
を
記
し
た
「
台
林

刊
行
」「
台
林
刊
」
の
刊
記
を
持
つ
こ

と
か
ら
、
台
林
刊
本
と
も
称
さ
れ
ま

す
。
刊
行
時
期
は
、
活
字
の
様
式
及
び

台
林
の
動
静
か
ら
、
元
和
（
１
６
１
５

～
１
６
２
４
）
以
降
寛
永
初
年
頃
ま
で

と
推
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
本
書
は
全

１
０
２
番
10
冊
揃
い
の
う
ち
、
10
番
１

冊
で
す
。
完
本
と
し
て
は
、
京
都
大
学

附
属
図
書
館
、
早
稲
田
大
学
演
劇
博
物

館
、
公
益
財
団
法
人
前
田
育
徳
会
（
尊

経
閣
文
庫
）
の
所
蔵
本
が
知
ら
れ
て
い

ま
す
。

　

本
書
は
多
く
の
部
分
で
誤
植
も
含
め

て
他
の
伝
本
と
同
じ
組
版
と
な
っ
て
い

ま
す
が
、
局
所
的
に
異
植
字
を
多
く
含

5　木版本や古活字本などの各丁の外枠の線。

[謡抄]
＜請求記号　WA7-293 ＞
[ 有節周保 , 英甫永雄 , 山科言経 , 鳥飼道晣 ] [ ほか著 ]　[ 元和・寛永年間 ]
1 冊　大きさ27.5 × 21.0cm
古活字版　台林刊本　無辺無界　毎半葉 9 行毎行 21 字内外　漢字片仮名交じり　版心に
曲目1 字目と丁数を刻す　「卒都婆小町」第 6 丁補写，「姨棄」最終丁欠　虫損あり（裏打
ち補修あり）　朱点・朱合点，送り仮名等の書き入れあり

右丁は「浮舟」の最終丁。末尾に「台林刊行」とある。左丁は「松風」の冒頭部分。
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「松風」
須磨の浦でいわくありげな松を見つけ
た旅僧は、里人から松風・村雨という
姉妹の海

あ

人
ま

の旧跡であると教えられる。
塩屋に帰ってきた二人の女に宿を乞い
松のことを話すと、二人は涙ぐんで、
自分たちは在原行平に愛された松風・
村雨の霊であると告げる。思い出を語
るうちに松風は半狂乱となって舞うが、
夜が明けると僧の夢は覚め、松を渡る
風の音ばかりが残る。

「井筒」
旅の僧が大和の在原寺に詣でると、里
の女が現れ、在原業平と紀有常の娘の
恋物語を語る。女は自分が有常の娘（井
筒の女）であると明かして姿を消す。
僧が寝ていると夢に井筒の女の霊が業
平の形見の直衣を身に付けて現れ、井
戸の水に自分の姿を映しながら業平を
慕って舞う。やがて井筒の女は姿を消
し、夜明けの鐘とともに僧も夢から覚
める。

「卒都婆小町」
高野山の僧の一行が都へ上る途中、朽
ちた卒都婆に腰掛けている老女を咎め
るが、逆に法論でやり込められる。老
女は問われるままに自分は小野小町の
なれの果てであると名乗る。身の上を
語るうちに、小町のもとに百夜通おう
とするも九十九夜で死んでしまった深
草少将の怨念により狂乱状態となる。
狂いから醒めた老女は、悟りの道に入
ろうと志す。

「井筒」の語句注釈。右丁1行目では「軒端の草」という言葉を「忘草、忍草ともいう」と説
明している。

拡大「卒都婆小町」3丁裏-4丁表。右（「卒三」丁裏）丁5行目の下から2
文字目にある「コ」という活字が転倒している。（写真拡大部分）

『謡抄』の古活字版各種

む
箇
所
が
存
在
し
ま
す
。
ま
た
、
冊
全

体
に
わ
た
っ
て
印
刷
さ
れ
た
本
文
に
送

り
仮
名
及
び
本
文
の
修
正
等
が
傍
記
さ

れ
て
お
り
、
校
合
を
受
け
た
形
跡
が
う

か
が
え
ま
す
。
異
植
字
の
発
生
に
偏
り

が
あ
る
理
由
や
書
入
れ
の
典
拠
等
、
後

考
が
俟
た
れ
る
点
は
多
く
、
本
書
は
古

活
字
版
の
研
究
に
止
ま
ら
ず
、『
謡
抄
』

と
い
う
注
釈
書
の
受
容
史
を
検
討
す
る

上
で
も
興
味
深
い
資
料
で
す
。

　

な
お
、
当
館
で
は
左
表
の
と
お
り
他

に
古
活
字
版
『
謡
抄
』
を
４
種
類
所
蔵

し
て
お
り
、
本
書
を
加
え
る
こ
と
で
古

活
字
版
『
謡
抄
』
を
５
種
類
全
て
所
蔵

す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

謡曲のあらすじ

種別 当館の所蔵
（1） 双辺11行本

（通称「守清本」）
[謠抄]〈請求記号　WA7-208〉

（2） 単辺12行本 謡抄＜請求記号　WA7-252＞
第6,7冊のみ

（3） 無辺9行本 掲出本
（4） 無辺10行本

（通称「光悦表紙本」）
諷抄＜請求記号　WA7-231＞
第5冊欠

（5） 双辺10行本 謡注甲集＜請求記号　WA7-34＞
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和
おらんだ

蘭全
ぜん

軀
く

内
ない

外
がい

分
ぶん

合
ごう

圖
ず

＜請求記号　WB41-128 ＞
[ 本木良意 訳 ]　[ 鈴木宗云 編 ]　[ 安永 1（1772）跋 ]
1 帖　大きさ25.9 × 15.2cm
書名は題簽による　男性図に「平安 / 画師 / 竹井立輔寫」とあり　
出版年は『和蘭全軀内外分合圖』附録の「驗號」（本資料には
付属せず）所載の清水剛跋による　折本　木版 2 色刷，手彩色
あり　人体や内臓の断面を印刷した紙片を重ねて貼込む　大正
13 年小川剣三郎の識語あり　印記 : 岡崎蔵書　岡崎桂一郎旧蔵

　
『
和
蘭
全
軀
内
外
分
合
圖
』
は
、
西

洋
の
人
体
解
剖
図
を
日
本
で
初
め
て
翻

訳
・
出
版
し
た
も
の
で
す
。
解
剖
図
は

入
子
式
の
貼
込
図
版
と
な
っ
て
お
り
、

貼
り
重
ね
ら
れ
た
内
臓
等
の
形
の
紙
片

を
め
く
っ
て
い
く
と
体
の
表
面
か
ら
深

部
が
順
次
現
れ
る
仕
掛
け
と
な
っ
て
い

ま
す
。
原
典
は
ド
イ
ツ
の
解
剖
学
者
ヨ

ハ
ン
・
レ
メ
リ
ン（

６
）著
『
小
宇
宙
鑑（
７
）』
で
、

幕
府
の
要
人
の
依
頼
を
う
け
た
長
崎
通

詞
の
本
木
良
意
（
１
６
２
８
‐
９
７
）

が
天
和
２
年
（
１
６
８
２
）
頃
に
オ
ラ

ン
ダ
語
版
（
左
頁
左
下
）
か
ら
翻
訳
し

た
と
推
定
さ
れ
ま
す
。
翻
訳
し
た
当
時

は
出
版
さ
れ
ず
写
本
と
し
て
伝
え
ら
れ

て
い
ま
し
た
が
、
90
年
後
の
安
永
元
年

（
１
７
７
２
）
に
周
防
の
医
師
・
鈴
木

宗
云
に
よ
り
出
版
さ
れ
ま
し
た
。

　
『
小
宇
宙
鑑
』
オ
ラ
ン
ダ
語
版
と
見

比
べ
る
と
、
全
身
図
の
ま
わ
り
の
臓
器

の
図
を
別
頁
に
ま
と
め
、
解
説
を
別
冊

『
驗け

ん
ご
う號
』
と
し
て
独
立
さ
せ
る
等
、
構

成
に
変
更
が
加
え
ら
れ
て
い
ま
す
が
、

貼
込
図
版
の
仕
掛
け
は
同
様
に
作
ら
れ

て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

　

一
般
的
に
西
洋
人
体
解
剖
図
の
最
初

の
翻
訳
書
と
し
て
は
『
解
体
新
書
』（
安

永
３
（
１
７
７
４
）
年
刊
）
が
知
ら
れ

て
い
ま
す
が
、
本
書
の
翻
訳
は
そ
の
１

世
紀
近
く
前
に
行
わ
れ
、
出
版
も
２
年

先
立
ち
ま
す
。
本
書
が
『
解
体
新
書
』

ほ
ど
知
ら
れ
て
い
な
い
の
は
、
複
雑
な

仕
掛
け
図
で
出
版
部
数
が
限
ら
れ
て
い

た
こ
と
、
西
洋
と
東
洋
の
医
学
概
念
の

違
い
を
十
分
に
認
識
し
な
い
ま
ま
翻

訳
し
て
お
り
、
わ
か
り
に
く
い
内
容
と

な
っ
て
い
る
箇
所
が
あ
る
こ
と
等
が
理

由
と
し
て
考
え
ら
れ
ま
す
。
し
か
し
、

本
書
が
日
本
に
お
け
る
西
洋
解
剖
学
の

受
容
の
最
初
期
の
例
で
あ
る
こ
と
は
間

違
い
な
く
、
草
創
期
の
蘭
学
を
知
る
上

で
貴
重
な
資
料
で
す
。

　

国
立
国
会
図
書
館
所
蔵
本
は
解
説
を

記
し
た
別
冊
『
驗
號
』
を
欠
き
ま
す
が
、

解
剖
図
は
良
好
な
状
態
で
保
存
さ
れ
て

お
り
、
資
料
的
価
値
が
高
い
と
い
え
ま

す
。

第2折裏　頭、頭腦筋
第3折表　目、耳、口中并心臟經絡之
圖、舌之圖

右上は「頭」図の貼紙を開いたところ。
この下にも何層にもめくれるように貼
紙が重ねられている。

6　 Johann Remmelin　1583-1632
7　 1613年に初版がラテン語で出版された。
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【参考】ヨハン・レメリン著『小宇宙鑑』1667年
オランダ語版＜請求記号　WB31-23＞

［男性図］（第2折表　折込図）
オランダ語版（左下参照）にあった十字架図などは
省略され、周囲の臓器図は別頁にまとめられている。
オランダ語版の男性図左足下の「頭」図も別頁に移
されている（本誌右頁参照）が、人物の構図はその
ままであるため、不自然なポーズとなっている。

表紙



国立国会図書館月報（以下「月報」）は、今

号で 700号を迎えました。昭和 36（1961）

年 4月の創刊から、形を変えながらも、国

立国会図書館の「顔」として刊行してきま

した。この特集では、本誌そのものの歴史

を振り返ります。

『国立国会図書館月報』
7 0 0 号のあゆみ

700

ISSN 0027-9153

No.625
2013.4

シリーズ　被災地の図書館は今 （5）
「国立国会図書館デジタル化資料」を海外へ第 2 3 回 日 本 資 料 専 門 家 欧 州 協 会 年 次 大 会

ISSN 0027-915
3

640/641
2014.7/8
No.

ようこそ、実験室へ ―NDL ラボの誕生・現在・未来

パピルスからデジタルまで ―フランス国立古文書学校の図書館員教育 

世界図書館紀行　カナダ議会図書館

692 号
　201

8 年 1
2月

国
立国

会図
書
館

　月
報National

D i e t

L i b r a r y

Monthly

B u l l e t i n

2 0 1 8 . 1 2

70年
目の一

日

未来を
読めた

かな？

673 号　2017 年 5月

国
立

国
会

図
書
館

　月
報

国立国会図書館にない本　内務省納本雑誌との出会い
世界図書館紀行　北米・欧州図書館巡行記　北米編
日本におけるマンガ研究

NationalD i e tL i b r a r yMonthlyB u l l e t i n2 0 1 7 . 5

新連載
資料の世界の
歩き方

は
じ
ま
る
よ
！

資料の世界の
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創刊のころ

表紙のデザインは職員によるもの。

'61

月報が創刊された昭和 36（1961）年は、永田町にあ

る現在の東京本館が竣工した年です。8月に赤坂離宮、

三宅坂分室、支部上野図書館から大規模な移転作業を

行い、11 月に閲覧を開始しました。念願の新庁舎完

成にあわせて広報誌を創刊し、国立国会図書館が国民

すべてに開かれていることをアピールしようというの

が、月報の創刊意図でした。

竣工した東京本館。西側（写真手前）の残りと北側（写
真左側）はその後の第二期工事で完成します。

15 国立国会図書館月報 699/700 号 2019.7/8

　「旧赤坂離宮に在る国立国会図書館は、もっぱら、国会の図書館で、
一般国民のための国立公共図書館は、今でも上野図書館であると思
いこんでいる人が、意外に多い。そのために、国会図書館では、一般
の人にも閲覧が許されるのですか、というような質問を、しばしば受け
ることになる。まして、この図書館の活動に至っては、理解されること
がきわめて少ないようである。
　この一例によって示されるような事態は、わが国立国会図書館が一
言でいえば、国民の各層のなかに溶けこんでいないことの証拠であろ
う。このような事態の責任の大半は、われわれ図書館員が、負わなけ
ればならないと感じる。いうまでもなく、わが国立国会図書館は、国会の、
政府のための、全国民のための図書館である。」

創刊のことば　岡部史郎（副館長）



VOCABULARIUM 
BIBLIOTHECARII　

あちらの話題

創刊号には、広報誌としての心意気が感じ

られる記事が多数あります。これらのほか

にも、納本制度の解説、「図書館とわたくし」

という寄稿も。

海外の図書館事情に対するニーズは、今も昔も変わりませ
んが、インターネットもなく、海外旅行すら自由にできなかっ
た時代、月報の記事は貴重だったことでしょう。このコーナー
は、1990 年代前半まで続きました。

表紙をめくると、本や図書館に関する用語集が。裏表
紙をめくったところには本に関する格言も載っています。

月報の前身は、館創立時の昭和 23（1948）年 5 月に創刊された『国
立国会図書館公報』です。統計や報告が掲載されています。何度
も形を変えながら継続しましたが、「図書館の PR 誌なのか、官報
のような公知事項伝達のメディヤなのか、ねらっている読者層がだ
れなのか、―きわめて曖

あいまい
昧模

も こ
糊」（斎藤毅「月報誕生のころ―

一〇〇号を迎えて―」昭和 44（1969）年 7 月号）でした。月報創
刊の直前、昭和 36（1961）年 3 月で終刊しました。
また、この頃存在していた外郭団体「春秋会」の雑誌『読書春秋』（昭
和 25（1950）年 4月創刊）も前身の一つと言えるかもしれません。本、
読書に関する読み物が中心で、著名人が多く寄稿していました。海
外事情を知らせる「窓」など、月報と似たコーナーもあります。終
刊号（昭和 33（1958）年 12 月号）の表紙（左画像）は初代館長
である金森徳次郎の書画です。

月報の前身

『読書春秋』
昭和 33（1958）年 12 月号

『国立国会図書館公報』
昭和 29（1954）年 6 月20 日号

16国立国会図書館月報 699/700号 2019.7/8



遠客近客

レファレンス

新しい施設・新しい器械

来客の紹介。平成 20（2008）年 2 月まで続きました。

新庁舎に備え付ける製本機械が紹介されていま
す。このシリーズではその後、ゼロックス複写機
やマイクロフィッシュリーダー、電算機などが紹介
されます。

「国会のもとめに応じて」、また閲覧室で「一般のもとめに
応じて」提供したレファレンスから、役立ちそうな事例を掲載。
こちらも1990 年代前半まで続きました。

「ながいこと国立国会図書館公報に
目を通してきたせいか、去る四月に月報と改題して
創刊されたとき、あたかもながねん着こなした「羽
織はかま」をかなぐり捨てて粋な背広に衣がえした
老舗のだんなに、逢ったような気がした。それはそ
れとして、従来に比し、オドロクほど斬新な企画によ
り「月報」の誕生をみたことは、待望の第一期工事
完成を目前にひかえ新発足しようとする国会図書館
が、その政策全般にわたって大本山こんりゅうの勧
進元である国民に、広く訴えようとする前向きの意
図がハッキリ感じられ、誰しもすがすがしい印象をう
けたにちがいない。」

「「納本制度」を津々浦々に」小田島道雄（都立日
比谷図書館　「ひびや」編集部員）　昭和 36（1961）
年 11 月号「読者の声」

創刊に寄せられた感想

17 国立国会図書館月報 699/700 号 2019.7/8



'61'84

東京本館開館
（昭和 36（1961）年）

東京本館に新館が開館
（昭和 61（1986）年）

創刊当時は A5 判、
本文モノクロ、縦書き。

科学技術関係資料整備審議会
委員長だった緒方富雄氏（医
学者）の助言により、目次を
表紙に。（寺村由比子「『国立
国会図書館月報』表紙と緒方
富雄先生」平成 5（1993）年
1 月号より）

総索引を昭和 53（1978）年と平成 7
（1995）年に刊行しています。データ
ベースのない時代、カードで編纂作
業を行いました。

かつて、入稿はすべて紙で行いました。
紙焼き写真には薄紙をかぶせて、トリミン
グ範囲を指示。文字と写真の配置が実際
どうなるかはゲラにならないとわかりませ
んでした。

大
き
な
出
来
事

月
報
記
事
タ
イ
ト
ル
か
ら
見
る
時
代

誌
面
の
変
化

編
集
裏
話

初期の編集の悩みは、原稿の依頼、集まり具合、
レイアウトなどのほかに、あきスペースに入れる
カットがないこともありました。当初は印刷会社の
ものを借用し、5 号からは絵の上手い職員がカッ
トを描きました。（小林登美子「『月報』創刊のころ」
昭和 63（1988）年 9 月号より）

図書館はこうして運ばれた　移転日誌（グラフ）(61.8）

情報検索装置を図書館に導入することは可能か (63.1）

明治・大正期等の新聞マイクロフィルム化計画の実施について(65.9）

中ソ論争に関する邦文文献目録 (66.2 ～ 5）

電子計算機による書誌編さんの試み (66.6）

公害行政・公害法関係邦文雑誌論文文献目録 (67.4 ～ 6）

沖縄関係（政治・経済・教育）邦文文献目録 (67.9 ～ 10）

図書館の写真複製と著作権 (62.11）

電算機導入をめぐる一問一答 (70.3）

和雑誌のマイクロ化について(75.8）

「和図書目録データ入力作業」始まる(77.2）
オンライン情報検索サービスの現況（81.5）

核問題に関する書誌（82.1 ～ 83.12）

〝図書館の図書館〟をめざして　
対図書館サービス調査報告（83.7）

酸性紙問題と図書館資料の保存
文献案内 (84.7）

ニューメディア文献目録（84.10 ～ 86.5）

JAPAN/MARC 入門（83.9）

ニューメディアと図書館（84.5）

機械化

図書館協力

酸性紙問題

対図書館サービス新体制でスタート(86.9）

和図書 CD-ROM
閲覧利用実験 (89.8）

明治期刊行図書の
マイクロ化開始 (89.10）

主題別書誌も掲載されていました。
時代ごとの重要事項が見えてきます。

マイクロ化

※
こ
こ
に
あ
げ
た
の
は
ほ
ん
の
一
例
で
す
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'08'17 '98

はじめてのカラーページは写真で国
立国会図書館の 50 年を振り返る記
事でした。（平成 10（1998）年 7 月号）

国際子ども図書館開館
（平成 12（2000）年）

関西館開館
（平成 14（2002）年）

平 成 20（2008） 年
4 月、広報誌としてよ
り魅力的にするため、
A4 オールカラー、横
書きに大幅リニューア
ル！　検討は平成 17

（2005）年頃から始
まっていました。

HP 等での発信が盛
んになり、月報は読
み物としての役割を
果たすべきだと再確
認。平成 29（2017）
年 5 月、読みやす
いよう、ふたたび縦
書きに。

月報年表

表紙画像は、まだ「国立国会図書館デジタル
コレクション」がなかったため、「貴重書画像
データベース」から探すことが多く、古典籍
資料がほとんどでした。

DTPソフトInDesign を使って誌面を
作成しはじめたのは平成 18（2006）
～ 19（2007）年頃です。

デジタルへの過渡期には、フロッピーディ
スクに Word データを入れて入稿し、写
真もデータで入稿したり、紙焼きを渡し
たりしていました。

673 号　2017 年 5月

国
立

国
会

図
書
館

　月
報

国立国会図書館にない本　内務省納本雑誌との出会い

世界図書館紀行　北米・欧州図書館巡行記　北米編

日本におけるマンガ研究

National
D i e t
L i b r a r y
Monthly
B u l l e t i n
2 0 1 7 . 5

新連載
資料の世界の
歩き方

は
じ
ま
る
よ
！資料の世界の

バックナンバーの閲覧方法
平成 16（2004）年 4 月号以降の号は、「国立国会図書館デジタルコレクション」
でインターネット公開しています。それ以前は国立国会図書館館内限定公開で
す。ご来館いただくか、お近くの公共図書館等の所蔵をご確認ください。

総合目録ネットワークの形成をめざして　調査報告会から (92.10）

国会会議録光ファイル・システムの構築について(93.5）

ドキュメント・サプライ・サービスの前進に向けて(95.1）

「パイロット電子図書館」プロジェクト　未来型図書館の構築に向けて(96.4）

電子図書館

印刷カードの作成・頒布事業の廃止について(97.4）

国立国会図書館「電子図書館構想」について(98.9)

『コドモノクニ』と『幼年画報』の著作権者探しの結果について(99.6）
古典籍資料室における電子化資料の提供について(98.10）

Web-OPAC の館内提供を開始 (99.7）

カード目録の撤去と新しい目録ホール (03.8）

ホームページをレファレンス・ルームに　主題情報発信の強化 (04.10）

館長対談（08.10 ～ 10.2）

図書館・文書館における資料防災（11.6）

震災と被災資料
図書館の復興とその支援　大震災を越えて（11.10）

関西館への資料移送、第 1 便出発 (02.4）

SP 盤のデジタル化　利用と保存の両立をめざして（11.9）

お答えします、図書館送信のギモン
あれこれ（16.1 ～ 2）

走れ！　収集ロボット　インターネット資料収集のしくみ（10.12）

新しい形態の資料
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三十年史の周辺
昭和 53（1978）年に創立 30 周年を迎え、54（1979）
年に『国立国会図書館三十年史』が刊行されました。
そこに漏れた話を月報の昭和 53（1978）年 10 月から
55（1980）年 7 月まで連載しています。「真理がわれら
を自由にする」の話から、独身寮の話まで、今となっ
てはとても貴重な資料です。

過去へ…
回想録
創立時に中堅だった職員が定年退職を迎える70 年代
はじめ以降、職員の回想録が多数掲載されます。

国立国会図書館の発祥の地であり、場所であった赤坂離宮

は私にとってはまことに忘れ難い建物であります。と申します

のは年若く宮内職員になった私は、今から半世紀前すでに赤坂

離宮に出入しておりました。（中略）私は威厳と気品に満ちた

戦前の赤坂離宮も知っていますし、また図書館となり、観光の

ルートになり、喧
けんそう

噪と雑踏の巷
ちまた

と化した戦後の赤坂離宮も知っ

ているわけです。　

河内巌「赤坂時代の追憶」昭和 46（1971）年 3月号

ラベルと請求記号
蔵書の来歴等を知る大切な手がかり
であるラベルや請求記号を、前身で
ある戦前の図書館のものから、直近
のものまで網羅して紹介しました。ラ
ベルは可能なかぎり原寸大で掲載し
ています。連載は昭和 46（1971）
年 1 月から 49（1974）年 12 月まで（画
像は２回目）4 年間続きました。

'71

課長は、今度中村嘉寿先生（衆議院の初代の図書館運営

委員長）から、最近のアメリカの労働事情について、一週間

位でその概要を調べてほしいとの御依頼があったから、君一

つやってくれと、（中略）先生はこのような調査の結果を、

新しく国会図書館を設けると、議員が自分の調査したいこと

について大いに便宜を得るだろうということを具体的に示す

材料に用いたのである。　

山下信庸「私の図書館入門記」昭和 47（1972）年 3月号

晴れて図書館員となり、はじめて帝国図書館の書庫に、

足を踏み入れたときの感激は、いまだに忘れられない。窓

硝子は破れ、裸電球がところどころにぶらさがっている、

寒々とした書庫ではあったが、戦争によりすべてを失った

日本にあって、ここには、民族の文化遺産ともいうべき図

書・典籍が、無傷のまま残っていた。　

外垣豊重「回想・上野時代」昭和 58（1983）年 2月号

入館してまず驚いたのは係長が女性だったことです。当時の日本

で、女性が係長というのは珍しいことでした。中年の女性が職業を持っ

ていて、しかも係長！　

北畑静「三十余年をふりかえって」昭和 61（1986）年 3月号

「ラベルと請求記号　東京府書籍館
時代」昭和 46（1971）年 2 月号

上から、藤尾正人「三十年史の周辺⑬　白雲寮ありき」昭和 55（1980）年 2 月号、
石原義盛「三十年史の周辺⑥　真理がわれらを自由にする」昭和 54（1979）年 5 月号

'78
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'80

進行中のプロジェクトを紹介するのはもちろんですが、未来予測や未来への展望
を語る記事も掲載されています。今となっては、その先見性に驚かされます。

未来へ…

櫻井保之助「二〇〇一年への調査の旅―調査局の若
い同僚へ―」昭和 55（1980）年 3 月号

田屋裕之「ニューメディアと図書館」
昭和 59（1984）年 5 月号

丸山昭二郎「図書館研究所―その成立・現状・
将来―」昭和 63（1988）年 10 月号

「図書館研究所設立のプロジェ」昭和 36（1961）
年 9 月号

創刊のころに、必要性を訴
える記事が掲載されていた
図書館研究所※は、昭和 61

（1986）年に発足し、その
経緯を報告する記事が昭和
63（1988）年に掲載されま
した。
※図書館や図書館情報学の情報
収集と調査研究を行う組織。平成
１4(２００2) 年 3 月まで存続。

'61
'88

'84
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今もあるあのコーナー

本屋にない本

館内スコープ

創刊号から現在まで続く唯一のコーナーが「本屋にない本」
です。創刊号では、なんと8 ページ、17 冊もの本を紹介
していました。洋書も多数見受けられます。
現在は毎号 1 冊ずつですが、これはインターネット上の書
店の発達などにより「本屋にない」範囲が狭まったことを
示しています。そんな現代でも、入手しにくい本は依然と
して存在するため、納本制度の意義を示すコーナーとして、
現在も継続しています。

昭和 60（1985）年 11 月号から始まりました。これは、東
京本館の北側に新館が開館した前の年にあたります。資
料紹介や業務報告だけではなく、「人」に焦点を当てたい
という趣旨で始まりました。最初の話題は、新館開館にさ
きがけて行われた組織改編で誕生した新しい部「逐次刊
行物部」についてです。
軽く読めるコーナーとして人気を博し、平成 9（1997）年
に、それまでのものを再構成した『国立国会図書館のしご
と　集める・のこす・創り出す』（日外アソシエーツ）が
刊行されました。
現在も、主に若手が仕事の裏話を肉声で楽しく伝えるコー
ナーとして継続しています。

'61

'85

「本屋にない本」昭和 36（1961）年４月号

「館内スコープ」昭和 60（1985）年 11 月号
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'63

進化したコーナー

稀本あれこれ

今月の一冊

貴重で珍しい蔵書を紹介するコーナーです。創刊まもない
昭和 38（1963）年 7 月から、平成 20（2008）年のリニュー
アルまで、なんと45 年も続きました。平成 6（1994）年には、
これらをまとめた『稀本あれこれ　国立国会図書館の蔵
書から』（出版ニュース社）も刊行されています。

平成 20（2008）年 4 月のリニュー
アルで、より広い範囲の蔵書を紹
介するコーナーができました。「稀
本あれこれ」の進化版といえるで
しょう。

「稀本あれこれ（一）駿河御譲本」昭和 38（1963）7 月号
最初期は奥付の上のスペースに掲載されていました。最後の頃はカラー口絵とし
て巻頭を飾りました。

2　■国立国会図書館月報565号 2008.4

今 月 の 一 冊 A p r i l
国 立 国 会 図 書 館 の 蔵 書 か ら

　本書の著者として名前が出ている Thomas Ingoldsby 

は筆名で、本名は Richard Harris Barham（1815-1886）

という。彼は英国国教会の司祭であったが、文筆にも手

を染め、英国に伝わる伝説等をもとにして創作した物語

に“Fireside Stories”という題を付け、雑誌“Bentley’s 

Miscellany”の創刊号（London, 1837）から連載した。

　この連載記事は、Thomas Ingoldsby が人から聞いた話

や古い書き物をもとに執筆したという想定で連載され、骸

骨にズボンを取られた男の話といったユーモラスな怪奇話

が、Cruikshank や Tenniel など当時一流の画家の挿絵と

相まって好評を博した。

　この雑誌の編集者は、若き日の Charles Dickens その人

であり、彼は“Boz”の筆名で編集と執筆を担当した。彼

自身の小説“OliverTwist”も Cruikshank の挿絵入りでこ

の雑誌および他の雑誌に連載され、やがて単行本として出

版されることになる。

　 本 書 の 場 合 も、“Fireside Stories”（ の ち に“Family 

Stories”と改題）の連載をまとめた単行本が、“Ingoldsby 

Legends”という書名で 1840 年と 1842 年に続けて出版

され、1843 年にはその一巻本が刊行されて版を重ねた。

しかし本書の著者 Barham は、自分の素性が知られぬよう、

著者 Ingoldsby が 1845 年に死去したということにしてい

たので、本書の著作権（挿絵を除く）は、この架空の著者

の死後 50 年となる 1895 年に保護期間が満了となった。

そこで、本書の版権切れを待ち構えたように、新しい挿絵

を入れた本書の新版が次々と刊行されるに至った。

　ここで紹介する Arthur Rackham の挿絵入り『インゴル

ズビー伝奇集』も、最初 1898 年に刊行されたものに挿絵

を追加して 1907 年に刊行された、いわば決定版というべ

き本であり、布装の表紙にも金箔押しの絵が入っている。

『インゴルズビー伝奇集』
白 岩 一 彦

図1　表紙 標題紙

　　国立国会図書館月報565号 2008.4 ■　3

（図 1）本書には、同時に刊行された一回り大きい白いヴェ

ラム装の豪華本もあり、こちらの方は国際子ども図書館で

所蔵している。

　Arthur Rackham は 20 世紀前半の英国を風靡した挿絵

画家で、本書のほかに『アンデルセン童話集』や『不思議

の国のアリス』、『グリム童話集』などの挿画を手がけた。

彼の初期の挿絵は、鉛筆による単色の写実的なものであっ

たが（図 3）、やがて本書にも見られるような、茶色や黒

など暗い色調を多用して風景や人物を描写する独特の画風

を確立した（図 2）。彼の絵には、北イングランド、ヨー

クシャーあたりの暗い曇り空、吹きすさぶ西風、空のかな

たのかすかな薄明かりといった風物を感じる。

  Arthur Rackham の挿絵が入った書物は、日本でも多数

翻訳・出版されているが、この『インゴルズビー伝奇集』

は翻訳が出ていないので、日本の読者にはあまり知られて

いない。しかし英米では、『死者のノック』（Dead Man’s 

Knock）のように、本書の中の文章から題名を付けた本や

映画もあるくらい、よく知られている書物である。

  The Ingoldsby Legends; or, Mirth and Marvels.  By 

Thomas Ingoldsby, esq. With illustrations by Arthur 

Rackham.  London: J. M. Dent, 1907. 549 p. fronts., 

plates. 26 cm. Original decorated cloth. ( 当館請求記号 

398.2 － IN4i)

図3　The life of a century. 1800 to 
1900. By Edwin Hodder.  London: G. 
Newnes,1901. p.303.

図2　口絵

  参考文献：桂宥子「『アリス』の挿絵論－アーサー・ラッカム」
『岡山県立大学デザイン学部紀要』8（1）（2001）,pp.23-30、
図 41- 44；原田沙代子「アーサー・ラッカムの挿絵とその世界
－少女画からの考察」『美術科研究』20（2002）,pp.163-173.

白岩一彦「今月の一冊　インゴルズビー
伝奇集」平成 20（2008）年４月号
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歴史を動かした記事！？

資料収集のための予算獲得！

資料寄贈のきっかけに！

昭和 51（1976）年にアメリカに長期出張した職員が、ア
メリカ国立公文書館で所蔵している日本占領関係資料

（GHQ/SCAP 文書）について、その概要とともに、日本
人がバラバラに大量にコピーし、しかも内容が重複してい
る現状を、月報の昭和 52（1977）年 4 月号で報告しました。

「私の『月報』の論文記事に対して、わりあい世論も、マ
スコミも含めてですけれども、反応が高かった。『月報』の
記事で抜刷を作ったなんてことはそれまでおそらく無いと思
うんですね。」（熊田淳美氏発言「占領期資料収集プロジェ
クト研究会　初期を中心に（第 1 回）」『参考書誌研究』 77
号（平成 28（2016）年 3 月）より）
その結果、翌年には国立国会図書館が一括してマイクロ化
して収集するための予算がついたのです。

蔵書印とその所蔵者を紹介するコーナー。昭和 50（1975）年 1 月
から平成 12（2000）年 12 月までタイトルを変えながら続き、平成
14（２００２) 年にそれらをまとめた『人と蔵書と蔵書印―国立国会
図書館所蔵本から―』（雄松堂出版）も刊行されました。
平成 11（1999）年 9 月号に掲載された、大沼枕山（漢詩人）の
記事は、のちにご子孫から枕山の資料を寄贈していただくきっか
けとなった記事です。執筆者が記事執筆の調査のためにご子孫と
連絡をとり、その後も年賀状のやりとりなどを長年つづけた結果で
した。寄贈いただいた資料は、のちに準貴重書に指定されていま
す（「第 52 回貴重書等指定委員会報告　新たな貴重書のご紹介」
平成 29（2017）年 7/8 月号）。

「自分が月報の執筆や資料を通して得た交流は、仕事をするうえで
の大きな財産です」と執筆者の弁。

'99

'77 熊田淳美「米国国立公文書館所蔵の日本
占領関係文書について」昭和 52（1977）
年 4 月号

川本勉「国立国会図書館所蔵本　蔵書印　―その 289
―　大沼枕山」平成 11（1999）年 9 月号
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　「
国
立
国
会
図
書
館
の
資
料
は
借
り
ら
れ
ま
す
か
？
」

　
電
話
で
問
い
合
わ
せ
を
受
け
て
い
る
と
時
々
聞
か
れ
る

質
問
で
す
。
残
念
な
が
ら
、
国
立
国
会
図
書
館
で
は
個
人

の
登
録
利
用
者
に
対
し
て
資
料
の
館
外
貸
出
は
行
っ
て
い

ま
せ
ん
。
で
す
が
、
自
宅
や
近
く
の
図
書
館
で
も
資
料
を

利
用
し
て
も
ら
え
る
よ
う
、
当
館
で
は
遠
隔
複
写
や
図
書

館
間
貸
出
、
図
書
館
送
信
（
図
書
館
向
け
デ
ジ
タ
ル
化
資

料
送
信
サ
ー
ビ
ス
）と
い
っ
た
サ
ー
ビ
ス
を
行
っ
て
お
り
、

私
の
所
属
す
る
複
写
貸
出
係
は
、
主
に
そ
う
い
っ
た
遠
隔

利
用
に
関
す
る
業
務
を
担
当
し
て
い
ま
す
。

　
係
の
仕
事
は
、
郵
送
等
に
よ
る
利
用
者
登
録
、
関
西
館

資
料
や
デ
ジ
タ
ル
コ
ン
テ
ン
ツ
へ
の
遠
隔
複
写
、
関
西
館

で
の
来
館
複
写
、
図
書
館
間
貸
出
や
図
書
館
送
信
の
承
認

手
続
な
ど
多
岐
に
渡
り
ま
す
が
、
そ
の
中
で
も
、
郵
送
等

で
複
写
物
を
提
供
す
る
遠
隔
複
写
サ
ー
ビ
ス
が
業
務
の
大

き
な
柱
の
一
つ
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
遠
隔
複
写
の
年
間
処
理
件
数
は
国
立
国
会
図
書
館
全
体

で
約
26
万
件
に
上
り
、
そ
の
う
ち
関
西
館
で
処
理
さ
れ
る

の
は
半
分
の
13
万
件
ほ
ど
で
す
。
業
者
さ
ん
の
手
を
借
り

な
が
ら
、
申
込
と
資
料
の
照
合
、
複
写
、
封
筒
詰
め
、
発

送
な
ど
一
連
の
作
業
が
行
わ
れ
、
毎
日
数
百
の
申
込
が
処

理
さ
れ
て
い
ま
す
。
複
写
す
る
資
料
や
ペ
ー
ジ
は
申
込
ご

と
に
異
な
る
た
め
、
中
に
は
判
断
に
迷
う
ケ
ー
ス
も
し
ば

し
ば
。
必
要
に
応
じ
て
申
込
者
に
複
写
箇
所
を
確
認
す
る

な
ど
、
一
つ
ひ
と
つ
の
申
込
に
対
応
し
て
い
ま
す
。

　
遠
隔
複
写
の
場
合
、
申
込
者
と
顔
を
合
わ
せ
る
機
会
は

基
本
的
に
無
く
、
ま
た
、
申
込
内
容
か
ら
申
込
者
の
動
機

や
背
景
ま
で
を
知
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
申

込
の
内
容
が
１
件
ず
つ
異
な
る
よ
う
に
、
資
料
を
必
要
と

す
る
人
は
一
人
ひ
と
り
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
に
申
込
を
し
た

理
由
や
経
緯
が
あ
る
は
ず
で
す
。「
古
い
翻
訳
本
を
読
み

た
い
と
思
っ
て･･･

」「
納
本
さ
れ
て
い
る
自
分
の
本
の

コ
ピ
ー
が
欲
し
い
」「
雑
誌
に
掲
載
さ
れ
た
、
あ
る
図
版

が
必
要
な
ん
で
す
！
」
な
ど
、
複
写
に
関
す
る
問
い
合
わ

せ
で
話
を
伺
っ
て
い
る
と
、
日
々
処
理
し
て
い
る
申
込
の

向
こ
う
に
さ
ま
ざ
ま
な
人
が
い
る
こ
と
を
実
感
し
ま
す
。

　「
本
と
い
う
の
は
友
人
に
宛
て
た
分
厚
い
手
紙
で
あ

る
」。
ジ
ャ
ン
・
パ
ウ
ル
と
い
う
作
家
が
残
し
た
言
葉
で

す※

。
彼
の
い
う
と
お
り
本
が
友
へ
の
手
紙
で
あ
る
な
ら
、

図
書
館
の
役
割
と
は
、
時
も
場
所
も
隔
て
た
友
人
宛
て
の

手
紙
を
届
け
る
こ
と
な
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
手
紙
（
資

料
）
の
宛
先
に
な
る
人
た
ち
が
い
る
か
ぎ
り
、
届
け
る
仕

事
は
終
わ
り
ま
せ
ん
。
明
日
も
き
っ
と
申
込
書
と
資
料
と

に
ら
め
っ
こ
で
す
。

（
文
献
提
供
課
複
写
貸
出
係
　
ほ
ん
の
は
い
た
つ
い
ん
）

あなたのもとにお届けします

※『「人間園」の規則　ハイデッガーの『ヒューマニズム書簡』に対する返書』ペーター・
スローターダイク 著　仲正昌樹 訳　御茶の水書房　2000.8＜請求記号 HD91-G35＞p.8



国立国会図書館は、法律によって定められた納本制度により、日本国内の出版物を広く収集しています。
このコーナーでは、主として取次店を通さない国内出版物を取り上げて、ご紹介します。
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よ
く
知
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、
グ
ー
テ
ン

ベ
ル
ク
は
15
世
紀
半
ば
に
活
版
印
刷
術
を
発

明
し
た
。
し
か
し
、
今
日
我
々
が
目
に
す
る

よ
う
な
書
物
は
彼
の
発
明
で
一
気
に
完
成
し

た
わ
け
で
は
な
い
。
例
え
ば
、
こ
の
国
立
国

会
図
書
館
月
報
の
紙
面
の
隅
に
も
小
さ
く

ペ
ー
ジ
番
号
（
ノ
ン
ブ
ル
）
が
振
っ
て
あ
る

よ
う
に
、
現
代
の
ほ
と
ん
ど
の
本
は
ペ
ー
ジ

付
け
が
な
さ
れ
て
い
る
が
、
世
界
で
初
め
て

ペ
ー
ジ
に
番
号
を
付
け
る
こ
と
を
考
え
た
の

は
、
15
世
紀
後
半
の
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
で
印
刷

技
術
者
、出
版
者
と
し
て
活
躍
し
た
ア
ル
ド
・

マ
ヌ
ー
ツ
ィ
オ
で
あ
っ
た
。

　

１
５
１
５
年
に
没
し
た
ア
ル
ド
の
５
０
０

年
忌
を
準
備
す
る
も
の
と
し
て
著
さ
れ
た
の

が
本
書
で
あ
る
。
本
書
で
は
、
は
じ
め
に
前

史
と
し
て
グ
ー
テ
ン
ベ
ル
ク
か
ら
ア
ル
ド
ま

で
、
活
版
印
刷
術
揺
籃
期
の
歴
史
が
素
描
さ

れ
、
続
い
て
人
文
主
義
的
素
養
を
持
つ
古
典

学
者
と
し
て
訓
練
を
積
ん
だ
ア
ル
ド
の
来
歴

が
紹
介
さ
れ
る
。
そ
し
て
、
古
典
学
者
と
し

て
の
教
養
、
目
的
意
識
と
不
可
分
で
あ
っ
た

彼
の
印
刷
出
版
活
動
が
時
代
ご
と
に
詳
述
さ

れ
、
ア
ル
ド
亡
き
あ
と
の
ア
ル
ド
出
版
所
の

行
く
末
が
語
ら
れ
る
。

　

ア
ル
ド
は
、
グ
ー
テ
ン
ベ
ル
ク
の
成
し
え

な
か
っ
た
出
版
業
の
商
業
化
に
成
功
し
、
読

書
を
娯
楽
に
し
た
と
い
う
点
で
優
れ
た
実

業
家
で
あ
っ
た
。
印
刷
術
の
進
化
に
よ
っ

て
、
そ
れ
ま
で
大
学
や
教
会
に
の
み
蔵
さ
れ

て
い
た
書
物
の
価
格
は
下
が
り
、
裕
福
な
市

民
階
級
に
も
手
が
届
く
も
の
と
な
っ
た
。
彼

ら
市
民
階
級
は
、
ア
ル
ド
の
印
刷
所
が
出
版

す
る
ラ
テ
ン
語
の
詩
集
を
よ
く
読
ん
だ
。
ア

ル
ド
は
出
版
物
の
判
型
を
小
型
化
し
、
彼
の

印
刷
所
の
マ
ー
ク
で
あ
る
錨
と
イ
ル
カ
の
図

柄—
—

本
書
の
表
紙
に
も
載
っ
て
い
る—

—

の
印
刷
さ
れ
た
書
物
を
持
ち
歩
く
こ
と
は
、

当
時
の
知
識
人
の
ス
テ
ー
タ
ス
シ
ン
ボ
ル
と

な
っ
た
。

　

こ
う
し
て
、
書
物
の
形
態
や
、
そ
の
受
容

の
あ
り
方
は
か
な
り
現
代
と
近
い
も
の
に

な
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、
も
し
当
時
の
書
籍
販

売
の
様
子
を
見
た
と
し
た
ら
、
現
代
と
の
大

き
な
違
い
に
一
目
で
気
づ
く
だ
ろ
う
。
売
ら

れ
て
い
る
本
が
製
本
さ
れ
て
い
な
い

0

0

0

0

0

0

0

0

の
だ
。

紙
の
束
が
紐
に
く
く
ら
れ
て
売
ら
れ
て
い
る

の
で
あ
る
。

　

ル
ネ
サ
ン
ス
期
の
読
者
は
買
っ
た
本
を
簡

単
に
仮
綴
じ
し
て
読
ん
だ
が
、
必
要
で
あ
れ

ば
職
人
に
頼
ん
で
豪
華
で
堅
牢
な
装
丁
を
施

し
て
も
ら
う
こ
と
が
で
き
た
。
当
時
の
愛
書

家
に
と
っ
て
は
、
自
ら
の
好
み
に
応
じ
て
装

丁
を
施
す
こ
と
が
読
書
の
楽
し
み
の
一
つ

だ
っ
た
の
だ
。
こ
の
時
期
の
工
芸
的
、
美
術

的
な
製
本
術
は
ル
リ
ユ
ー
ル
（reliure

）
の

名
で
現
代
に
ま
で
伝
わ
っ
て
い
る
。

　

そ
し
て
、
本
書
は
ア
ル
ド
の
時
代
さ
な
が

ら
に
、未
綴
じ
の
状
態
で
出
版
さ
れ
た
本
だ
。

蔵
書
家
に
よ
っ
て
思
い
思
い
に
ル
リ
ユ
ー
ル

さ
れ
る
こ
と
を
待
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
ど

の
よ
う
に
製
本
、
装
丁
し
よ
う
か
、
ど
の
よ

う
に
着
飾
ら
せ
て
あ
げ
よ
う
か
、
想
像
を
巡

ら
せ
な
が
ら
読
む
楽
し
み
は
、
現
代
で
は
な

か
な
か
味
わ
え
な
い
も
の
だ
ろ
う
。

（
御み

幡は
た 

真ま
な
と人)

アルド・マヌーツィオと
ルネサンス文芸復興

雪嶋宏一 著　東京製本倶楽部会報編集
室 編
東京製本倶楽部会報編集室
2014.2　124p　21cm
<請求記号　UM31-L2>

See also...

雪嶋宏一 著「アルド・マヌーツィオと彼の後
継者たち」
( 本誌 675/676(2017 年 7/8 月) 号 )
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N D L  T o p i c s
関
西
館
資
料
展
示
（
第
26
回
）「
お
！
べ
ん
と
う
の
本
」

　　

外
出
時
の
携
帯
食
を
指
し
て
い
た
弁
当
は
、
江
戸
時
代
に
大

い
に
発
達
し
、
幕
の
内
弁
当
に
代
表
さ
れ
る
、
娯
楽
と
結
び
つ

い
た
〝
楽
し
む
た
め
の
弁
当
〟
が
生
ま
れ
ま
し
た
。

　

弁
当
文
化
は
、さ
ら
な
る
発
展
を
遂
げ
て
現
代
に
至
り
ま
す
。

家
庭
の
弁
当
で
は
、
栄
養
価
が
高
く
、
美
し
い
盛
り
付
け
の
レ

シ
ピ
が
数
多
く
考
案
さ
れ
、最
近
は〝
キ
ャ
ラ
弁
〟が
人
気
で
す
。

駅
弁
は
ご
当
地
の
味
覚
で
日
本
人
の
旅
行
を
盛
り
上
げ
て
き
ま

し
た
。
コ
ン
ビ
ニ
弁
当
は
現
代
人
に
は
欠
か
せ
ま
せ
ん
。
さ
ら

に
近
年
、
日
本
の
弁
当
が
海
を
越
え
、〝Bento

〟
と
し
て
人

気
を
呼
ん
で
い
ま
す
。

　

弁
当
そ
の
も
の
の
種
類
の
豊
富
さ
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

食
品
加
工
や
防
腐
技
術
と
い
っ
た
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
は
、
現
代
の

弁
当
を
支
え
て
い
ま
す
。
ま
た
弁
当
箱
な
ど
の
道
具
の
世
界
に

は
奥
深
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。

　

本
展
示
で
は
歴
史
、
文
化
、
産
業
等
、
多
様
な
切
り
口
か
ら
、

弁
当
に
関
す
る
本
と
雑
誌
約
１
０
０
点
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

○
開
催
期
間　
　

８
月
22
日
（
木
）
～
10
月
15
日
（
火
）

　
　
　
　
　
　
　

※
日
曜
・
祝
日
・
9
月
18
日
（
水
）
は
休
館

○
開
催
時
間　
　

９
時
30
分
～
18
時

○
場
所　
　

関
西
館 

閲
覧
室
（
地
下
1
階
）

令
和
元
年
度
全
国
書
誌
デ
ー
タ
・

レ
フ
ァ
レ
ン
ス
協
同
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
利
活
用
研
修
会

　

図
書
館
の
職
員
を
主
な
対
象
と
し
、
標
記
研
修
会
を
開
催
し

ま
す
。
講
義
と
実
習
を
通
し
て
、
国
立
国
会
図
書
館
が
提
供
し

て
い
る
全
国
書
誌
デ
ー
タ
を
利
用
す
る
た
め
の
具
体
的
な
方
法

と
、
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
協
同
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
事
業
の
概
要
や
利
活

用
方
法
を
ま
と
め
て
知
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

○
東
京
本
館
会
場

　

日
時
： 

８
月
２
日
（
金
）
13
時
～
17
時

　

会
場
：
東
京
本
館 

新
館
３
階 

研
修
室

　

定
員
：
30
名

　

申
込
締
切
： 

７
月
26
日
（
金
）

○
関
西
館
会
場

　

日
時
： 

８
月
16
日
（
金
）
13
時
～
17
時

　

会
場
：
関
西
館 

１
階 

第
１
研
修
室

　

定
員
：
30
名

　

申
込
締
切
： 

８
月
９
日
（
金
）

　

内
容
の
詳
細
お
よ
び
申
込
方
法
は
、
次
の
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ

い
。

　
「
令
和
元
年
度
全
国
書
誌
デ
ー
タ
・
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
協
同
デ
ー
タ

ベ
ー
ス
利
活
用
研
修
会
」

　

https://crd.ndl.go.jp/jp/library/guidance_06.htm
l

○
問
合
せ
先

　

関
西
館 

図
書
館
協
力
課 

協
力
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
係

　

電
話　

０
７
７
４
（
９
８
）
１
４
７
５　

　

電
子
メ
ー
ル　

info-crd@
ndl.go.jp

広重 画『木曽海道六拾九次之内伏見』<請求記号　寄別2-2-1-5>
弁当を食べている場面。会場に展示するのは大正時代の複製。

小泉清三郎 (迂外) 著『家庭鮓のつけかた』大倉書店, 
明43.7<請求記号　246-213>

ビブ君

神奈川県食糧営団 編『決戦食生活工夫集』産業経
済新聞社, 昭和19<請求記号　596-Ka43ウ>
戦時中の弁当のレシピ。

れはっち
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国
際
子
ど
も
図
書
館
展
示
会

「
世
界
を
つ
な
ぐ
子
ど
も
の
本
―
２
０
１
８
年
国
際
ア

ン
デ
ル
セ
ン
賞
・
Ｉ
Ｂ
Ｂ
Ｙ
オ
ナ
ー
リ
ス
ト
図
書
展
」

　

国
際
子
ど
も
図
書
館
で
は
、
８
月
６
日
（
火
）
か
ら
９
月
８

日
（
日
）
ま
で
、
標
記
展
示
会
を
開
催
し
ま
す
。

　

こ
の
展
示
会
で
は
、
２
０
１
８
年
の
国
際
ア
ン
デ
ル
セ
ン
賞

受
賞
者
の
こ
れ
ま
で
の
諸
作
品
、
Ｉ
Ｂ
Ｂ
Ｙ
（
国
際
児
童
図
書

評
議
会
）
オ
ナ
ー
リ
ス
ト
（
推
薦
図
書
リ
ス
ト
）
の
掲
載
作
品

と
そ
の
邦
訳
書
、
併
せ
て
約
２
０
０
冊
を
直
接
手
に
と
っ
て
ご

覧
い
た
だ
け
ま
す
。

　

入
場
は
無
料
で
す
。
ご
来
場
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

○
開
催
期
間　

８
月
６
日
（
火
）
～
９
月
８
日
（
日
）

　
　

※
月
曜
日
、
国
民
の
祝
日
・
休
日
、
８
月
21
日
（
水
）
は
休
館

○
開
催
時
間　

９
時
30
分
～
17
時

○
会
場　

国
際
子
ど
も
図
書
館 

レ
ン
ガ
棟
３
階 

本
の
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

　

国
際
ア
ン
デ
ル
セ
ン
賞
は
、
１
９
５
６
年
に
始
ま
っ
た
国
際

的
な
児
童
文
学
賞
で
、
Ｉ
Ｂ
Ｂ
Ｙ
か
ら
２
年
に
一
度
、
児
童
文

学
の
分
野
で
卓
越
し
た
業
績
を
あ
げ
た
現
存
の
作
家
と
画
家
に

贈
ら
れ
て
い
ま
す
。
２
０
１
８
年
は
角
野
栄
子
さ
ん
（
日
本
）

が
作
家
賞
を
、
イ
ー
ゴ
リ
・
オ
レ
イ
ニ
コ
フ
さ
ん
（
ロ
シ
ア
）

が
画
家
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　

Ｉ
Ｂ
Ｂ
Ｙ
オ
ナ
ー
リ
ス
ト
は
、
Ｉ
Ｂ
Ｂ
Ｙ
が
隔
年
で
作
成
す

る
推
薦
図
書
リ
ス
ト
で
す
。
作
成
に
当
た
っ
て
は
、
Ｉ
Ｂ
Ｂ
Ｙ

の
各
国
支
部
が
、
自
国
で
新
た
に
出
版
さ
れ
た
児
童
書
の
中
か

ら
外
国
に
紹
介
し
た
い
作
品
を
選
ぶ
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

「
文
学
作
品
」、「
イ
ラ
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
作
品
」、「
翻
訳
作
品
」

の
３
部
門
か
ら
成
り
、
２
０
１
８
年
は
世
界
の
国
と
地
域
か
ら

１
９
１
作
品
が
選
ば
れ
ま
し
た
。
日
本
か
ら
は
、
文
学
作
品
部

門
に
古
内
一
絵
さ
ん
の
『
フ
ラ
ダ
ン
』、
イ
ラ
ス
ト
レ
ー
シ
ョ

ン
作
品
部
門
に
ス
ズ
キ
コ
ー
ジ
さ
ん
の
『
ド
ー
ム
が
た
り
』、

翻
訳
作
品
部
門
に
母
袋
夏
生
さ
ん
編
訳
の
『
お
静
か
に
、
父
が

昼
寝
し
て
お
り
ま
す　

ユ
ダ
ヤ
の
民
話
』が
選
ば
れ
て
い
ま
す
。

○
問
合
せ
先

　

国
際
子
ど
も
図
書
館 

資
料
情
報
課 

展
示
係

　

電
話　

０
３
（
３
８
２
７
）
２
０
５
３
（
代
表
）

令
和
元
年
度
資
料
保
存
研
修

　　

国
内
の
各
種
図
書
館
員
等
を
対
象
に
、
資
料
保
存
に
関
す
る

基
礎
的
な
知
識
と
技
術
の
習
得
を
目
的
と
し
て
、
資
料
保
存
研

修
を
実
施
し
ま
す
。

○
会
場
・
日
時

　

東
京
本
館 

新
館
3
階 

大
会
議
室　

９
月
５
日
（
木
）、
６
日
（
金
）

　

関
西
館 

１
階 

第
１
研
修
室　

９
月
27
日
（
金
）

　
　

各
日
９
時
30
分
～
16
時
30
分
（
各
日
と
も
同
じ
内
容
で
す
。）

○
対
象　

国
内
の
公
共
図
書
館
、
大
学
図
書
館
、
専
門
図
書
館
等
に

勤
務
す
る
方

○
内
容　

講
義
：
図
書
館
資
料
の
保
存

　
　
　
　

実
演
：
簡
易
帙
を
作
る

　
　
　
　

実
習
：
①
簡
易
補
修 

②
無
線
綴
じ
本
を
直
す

　
　
　
　
　
　
　

③
外
れ
た
表
紙
を
繋
ぐ

○
持
ち
も
の　

え
ん
ぴ
つ
、
エ
プ
ロ
ン

○
定
員　

東
京
本
館
52
名
（
各
日
26
名
）、
関
西
館
20
名

　

１
機
関
か
ら
の
お
申
込
み
は
１
名
ま
で
と
し
、
申
込
多
数
の
場
合

は
調
整
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

○
申
込
期
間　

７
月
２
日
（
火
）
10
時 

～
19
日
（
金
）
17
時

○
申
込
方
法　

当
館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
「
図
書
館
員
の
方
へ > 

図
書

館
員
の
研
修 > 

令
和
元
年
度
の
研
修 > 

令
和
元
年
度
資
料
保
存

研
修
の
ご
案
内
」
か
ら
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

○
問
合
せ
先　

収
集
書
誌
部 

資
料
保
存
課

　

電
話　

０
３
（
３
５
０
６
）
５
２
１
９
（
直
通
）

　

電
子
メ
ー
ル　

hozonka@
ndl.go.jp

新
刊
案
内

レ
フ
ァ
レ
ン
ス
　
８
２
０
号

　

資
産
移
転
と
課
税
―
若
年
世
代
へ
の
資
産
移
転
の
促
進
と
相
続

税
・
贈
与
税
―

　

デ
ー
タ
か
ら
見
る
超
高
齢
社
会
と
金
融
サ
ー
ビ
ス

　

薬
局
薬
剤
師
に
求
め
ら
れ
る
役
割
の
変
遷
と
現
在
の
議
論

　

北
海
道
に
お
け
る
ふ
る
さ
と
納
税
の
取
組
（
現
地
調
査
報
告
）

　

我
が
国
の
難
民
認
定
制
度
（
短
報
）

入
手
の
お
問
い
合
わ
せ

日
本
図
書
館
協
会

〒
１
０
４
‐
０
０
３
３　

東
京
都
中
央
区
新
川
１
‐
11
‐
14

電
話　

０
３
（
３
５
２
３
）
０
８
１
２
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01	 <Book	of	the	month	-	from	NDL	collections>
	 Evacuation	of	library	materials	after	August	15,	1945
	

05	 54th	Committee	on	Designation	of	Rare	Books
	 Materials	recently	designated	as	rare	books

14	 700	issues	of	the	National	Diet	Library	Monthly	Bulletin
	

25	 <Tidbits	of	information	on	NDL>
	 Behind	remote	services	at	the	National	Diet	Library		

26	 <Books	not	commercially	available>
	 Arudo	manutsuio	to	runesansu	bungei	fukko		

27	 <NDL	Topics>
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